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要旨：「ふげん」は、福井県敦賀市に位置する原型炉であり、1978 年に臨界、2003 年に運転停止、2008
年には国の認可を受けて廃止措置に入った。近年、ベテラン職員の退職や、炉の運転経験のない職員も

多くいる。汎用運転研修施設もあるが、新型転換炉（ATR）であるふげんで培われてきた様々な技術・

知識の喪失が懸念されている。そこで、オントロジーを活用した知識・技術の継承を検討する。 
  

1. 緒言 
「ふげん」は 1970 年に国から設置認可、1978

年に臨界、2003 年に運転停止、2008 年に廃止措

置の認可を受けた原型炉である。重水減速沸騰軽

水冷却圧力管型炉の実証を目指し、使用済燃料の

プルトニウムを再利用した MOX 燃料も活用する

など核燃料のサイクルを完成させるという役目を

果たした。大型水炉としては国内最初の廃止措置

（廃炉）である。廃止措置はプラントの解体であ

るが、放射性廃棄物処理のため長期間に亘るプロ

ジェクトとなる。世界中でも原子炉の廃炉が増え

ており、国際原子力機関では 2002 年に原子力知

識マネジメントの重要性を指摘した。これは原子

力発電も含めた原子力科学の研究、技術、応用の

成果をデータベース化して適切に管理することを

目指すものである。それと関連し、直接的な廃炉

業務とは別に、原子炉の運転記録、実証実験、技

術開発などの成果を後世に残すことも必要である。

例えば「ふげん」では建設当時から関わっている

職員が続々と定年退職していき、知識・技術の喪

失が懸念されている。そこで、「ふげん」を対象に、

オントロジーを活用した知識・技術の継承の方法

を検討する。 

 
2.知識の継承と活用の方法 
 「ふげん」内には蓄積されたデータが多くある。

それと合わせて職員が持っている知識・技術も有

効に活用することが求められている。そこで、ド

メイン「ふげん」のタスクオントロジーを構築し、

統一したルール・知識表現を用いた知識データベ

ースの整備を行う。さらに、セマンティックウェ

ブを活用した検索システムの構築を目指す。 
 
3.まとめ 
 プロトタイプでは、既存のデータに知識をアノ

テーションとして盛り込むことを検討している。

しかし、研究開発を通じて廃止措置というこれま

での運転等の業務や目的も異なっている状況にネ

ックがあることが分かってきた。つまり、ベテラ

ン・非ベテランを問わず知識等の継承の積極性に

温度差があり、継承（または保存）された知識の

重みや継承等の優先順位、誰が、何を目的に、ど

うやって利用するのか、といったメタ的な要素を

明確化する点である。今後はシステム開発と共に、

俯瞰的な視点で、将来を見据えた議論を組織内で

実施していくことを検討する。 
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